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○岡山県岡山市 
 
岡山市のＥＳＤによる地域づくりについて 
１．背景 
岡山市は、市域の約７割を占める里山・里地が、自然と調和した暮らしの中で脈々と受け継
がれる中で、希少種を含め多様な野生生物が生息・生育する自然環境が残り、また、古代吉備文
化以来の伝統を誇る歴史・文化に根差した地域づくりが行われてきた。 
しかし、地球規模の環境問題や、少子高齢化・ライフスタイルの多様化による地域社会を支
えてきたコミュニティの変容等の新たな課題が顕在化してきており、こうしたことに対応しな
がら地域づくりを進めていくためには、全ての市民や各種団体・組織、行政等が意識や行動の中
に、「持続可能な開発」（持続可能なまちづくり）の視点を取り入れていくことが求められていた。 
こうした状況の中、岡山市では、平成 17年の「国連ＥＳＤ(持続可能な開発のための教育)の
10 年」の開始に合わせ、同年４月に岡山 ESD 推進協議会を設立するとともに、国連大学が提唱
していた「ＥＳＤの拠点」（ＲＣＥ）の考え方等をベースとして、岡山ＥＳＤ推進プロジェクト
を開始した。 
岡山ＥＳＤプロジェクトは、地域内の学校・社会教育機関、大学、企業、メディア、自治体等
の様々な組織が連携して、地域の特性に応じたＥＳＤに取り組むことにより、地域全体の意識改
革と行動の変革を目指すもので、同年 6 月には国連大学から世界で最初のＲＣＥの一つに認定
されている。 
 
２．岡山市におけるＥＳＤの進め方 
現在、岡山市におけるＥＳＤの取組の主な内容は、以下のとおりである。 
(1)岡山ＥＳＤ推進協議会(以下、「協議会」という。)に係る事業 
岡山ＥＳＤ推進プロジェクトの趣旨に賛同して、協議会に参加している様々な組織・団体等
では、それぞれの資源を活用してＥＳＤに取り組んでいるが、大学や企業等の一部の参加組織の
中には、それぞれが持つ能力・資源を活かし、学校や公民館、市民団体等の活動を支援すること
等により、中間支援的な機能の役割を担っているところがある。 
一方、協議会自体が行う事業については、岡山市役所が人的・財政的な負担をしており、そ
の主なものは、市民団体等への活動助成、各地域のＥＳＤ活動を支える人材の養成、全市的な啓
発・情報提供、参加組織・地域間の交流・連携支援、ＥＳＤに係る他地域との交流等である。 
 
(2)岡山市ＥＳＤ関連事業 
岡山市では、全庁を挙げてＥＳＤを推進するため、市の関係各組織等が行う幅広い施策・事業
について「岡山市ＥＳＤ関連事業」として位置づけ、ＥＳＤ推進に係る資源としての活用促進を
図っている。 
平成 30年度については 18課等の 34事業で、その中には、自然保護、地球温暖化対策、廃棄
物対策、自転車利用促進、国際交流、市民協働、子育て支援等が含まれている。 
 
３．取組状況 
岡山ＥＳＤプロジェクトの参加組織数は、開始当初の 19 から現在約 280 に拡大するととも
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に、活動分野についても環境教育や国際理解が主体であったものが、その後、環境・経済・社会・
文化に係る地域の様々な活動についてＥＳＤとして捉え直す取組が進み、対象分野が広がって
きている。 
また、各中学校区単位に設置されている全ての公民館（37 館）で、活動の重要な柱の一つに
ＥＳＤを位置付けていることや、学校教育における「ＥＳＤの推進拠点」として位置づけられる
ユネスコスクールに認定された学校が市内に 53校ある等、学校や地域の枠を超えて、「持続可能
なまちづくり」に関する学びの輪が広がってきている。 
そして、これらの学習対象者については、地域の愛着心の高まりや地域活動への積極的な参
加等、意識や行動の変容が進み地域活動が活性化する事例も生まれてきている。 
このような中で、平成 26年 9月には、地域全体でＥＳＤの取組を一層強化し、平和で持続可
能な社会の実現に貢献するまちづくりを推進することを決意し、「持続可能な開発のための教育
の推進に関する条例」を制定している。 
一方、このような地域内のＥＳＤ活動の進展に合わせて、ＥＳＤをテーマとした広域的な交
流が広がってきている。 
特に、平成 26年の「ＥＳＤに関するユネスコ世界会議」関連会合をはじめ、継続してＥＳＤ
関連の国際会議が開催されていることや、平成 27年から国内外のＥＳＤ優良事例を顕彰する「Ｅ
ＳＤ岡山アワード」事業を行っていること、平成 28年には、日本で初めてユネスコ／日本ＥＳ
Ｄ賞を受賞していること等から、ＥＳＤや持続可能なまちづくり等をテーマとして、市民等と国
内外の関係者との新たな交流が広がった結果、市域全体で、世界全体の課題である持続可能な社
会づくりに関する意識の変化や新たな気づきとともに、各地域の活動における活性化にも繋が
ってきていると考えている。 
 
４．今後に向けて 
 持続可能なまちづくりのためには、私たち一人ひとりの意識と行動の変革が不可欠であり、国
際機関や国レベルの取組とともに、地域生活や活動に最も身近な地方自治体が果たすべき役割
は大変大きく、その推進方策の一つとして地域レベルからＥＳＤに取り組むことが重要となる。 
 このようなことを踏まえ、岡山市としての地方創生の基本目標や施策の方向性等を示した「岡
山市まち・ひと・しごと創生総合戦略」（平成 27 年度～平成 31年度）では、基本目標「安全・
安心に暮らせるまちをつくり、地域と地域を連携する」の達成を目指す方策の一つとして、「Ｅ
ＳＤの推進による地域づくり・人づくり」を規定している。 
岡山市は、平成 26 年にユネスコ生涯学習研究所が提唱し、現在、世界 48 カ国 204 都市が加盟
する「学習都市に関するグローバルネットワーク」(ＧＮＬＣ)に日本で初めて登録されるととも
に、今年、持続可能な開発目標（ＳＤＧｓ）を地方レベルで実践する「ＳＤＧｓ未来都市」に選
定された。 
「学習都市」の活動は、まち全体での学びを通じて持続可能なまちづくりを目指す活動であり、
ＥＳＤに係る学びあいの場ともなることを期待できる。 
本市としては、上述のＧＮＬＣを含め、これまでに培ってきたＥＳＤ活動のネットワークを活
かしながら、地方自治体の施策・事業全般に関わるＳＤＧｓにおいて、「教育は全ての基礎であ
る」との考えの下、今後ともまち全体でのＥＳＤを一層推進していくことにより、地域特性を踏
まえたＳＤＧｓと地方創生、そして持続可能なまちづくりを着実に進めていくこととしている。    
